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　わが国の子どもは家庭での学習時間

が諸外国と比べて極端に少ないという

調査結果が出されています。かつて、

文部科学省がアッピールした「学びの

すすめ」（２００２年１月）のなかで

「宿題や課題など家庭における学習の

充実」を図り、「学ぶ習慣」を身につ

けるよう求めたことがあります。背景

はいずれも同じです。

　子どもたちの家庭での生活実態調査

によると、テレビを視聴している時間

がとても長いという結果が出されてい

ます。ある調査によると、中学生は1

日平均2時間30分もテレビを見ています。

世界49ヶ国中最長です。宿題は1日約

1時間で、世界最短レベルです。

　テレビを時計変わりにしている家庭

もありますが、朝起きてから自宅を出

るまで、そして学校から帰宅してから

就寝するまで、多くの子どもたちはテ

レビと一緒に生活しているようです。

　これでは、家で勉強や読書する時間

が当然短くなってしまいます。どうす

ればテレビを見ない時間をつくること

ができるのか。ここに、家庭で学習習

慣を確立させるカギがありそうです。 

 

 

　「鉄は熱い内に打て」と諺にあるよ

うに、生活の習慣づくりは早ければ早

いほうがよいといわれています。家庭

生活も含め、学習習慣を確立させる教

育やしつけは、小学校の低・中学年の

時期が重要であるとされています。ま

た、食生活の習慣など規律正しい生活

リズムをつくることも欠かせません。

　家庭でのテレビの見方やテレビのあ

る場所は、家庭によって違います。曜

日によって見る時間帯（番組）も違う

でしょう。

　おとなでもそうですが、テレビにス

イッチが入っていると、ついだらだら

と見つづけてしまいます。保護者の協

力を得ながら、テレビのスイッチを切

り、その時間を勉強や読書などに振り

分けることがどうしても必要です。 

 

 

　子どもの教育の第一義的な責任は、

保護者にあるとされています（教育基

本法第１０条）。しかし、子どもの成

長や発達に関することに学校や教師が

無関心であってよいわけではありませ

ん。時には保護者を啓発・教育するこ

とが必要な場合もあります。かつては

「家庭で予習・復習を」といわれまし

た。いまでは、実行している子どもは

ほとんどいないと聞きます。

　学校や教師が、例えば次のような工

夫をすることによって、家庭での学習

習慣を改善するきっかけをつくること

ができます。

・毎日少なくとも１時間程度の宿題を 

　出します。取り組む時間には個人差

　がありますから、必ず行う宿題と、

　余力があったら行う宿題を区別して

　出すことも考えられます。

・読書の習慣をつけることです。家庭

　や学校での読書計画を立てさせ、実

　行させます。図書の内容や冊数など

　にあまりとらわれないようにします。

・家庭で「学習計画表」を作成させま

　す。ここには、学習した教科、内容、

　時間を毎日記録させます。

　いずれの場合にも、教師がこまめに

点検し、結果に対して評価することが

大切です。評価するとは、頑張った子

どもにはほめてやり、課題のある子ど

もには自信とやる気をつけるように、

より手厚く助言することです。

今月の「今日は何の日」
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防災の日・二百十日

宝くじの日

国民栄誉賞の日

白露・クリーナーの日

救急の日・九九の日

公衆電話の日

宇宙の日

苗字の日

空の日・バスの日

敬老の日

秋分の日

清掃の日

パソコン記念日
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今月の花／ヒガンバナ 
花ことば／悲しい思い出・情熱 
今月の花／ヒガンバナ 
花ことば／悲しい思い出・情熱 

■家庭での学習時間が少ないのは、テレビを見ている時
間が長く、学習する習慣が確立していないためです。
■宿題の提出、読書の課題、学習計画表の作成など、
学習習慣をつけるきっかけをつくることが大切です。

テレビ漬けの子ども 
 
 

テレビを見る時間を決めること 

学校はきっかけをつくる 



　道徳教育には人としてのあり方や生

き方を学ぶことにねらいがあります。

道徳の時間は教材と対話しながら「心

のクリーニング」をする場であるとい

われています。道徳の時間には、副読

本が活用されています。一般に読み物

教材から編集されています。道徳の地

域副読本を作成し、すでに活用してい

るところもあります。

　教材に登場する人物が子どもの身近

に存在していると、子どもたちはより

親近感をもちます。その意味で、身近

な地域で活躍した人物の業績や生き方

などを教材化することによって、人物

に対して共感的に理解し、学習効果を

さらに高めることが期待できます。

　政治、産業、文化、教育、医療、ス

ポーツなどさまざまな面で活躍した人

物を取り上げることができます。これ

らのなかには、偉人、賢人といわれる

人物のほかに、地域の福祉や美化活動

などに取り組んでいる、ごく一般の人

の地道な活動、勇気ある行動、あるい

は見方によっては当たりまえのことを

教材化することも考えられます。

　机の配置は、学習環境の一つです。

学習形態と深く関連しています。机は

子どもの学習活動の内容によって配置

を工夫することができます。

　教室の机は、多くの場合、黒板や教

壇を前方にして、講義式に配置されて

います。それは教師が一斉学習の場で

指導するときに効果的な形態です。

　グループで学習するときや給食を食

べるときには、４～６人が机を向かい

合わせにします。お互いに顔を合わせ

ることができますので共同作業がしや

すく、学び合うことができます。また

仲間意識を醸成することができます。

　学級全体で討論など話し合い活動を

行うときには、向かい合う形やコの字

や口の字の形にします。テストや一人

調べなど個別に学習するときには、そ

れぞれの机を離すこともあります。

　机の配置一つで、子どもは気分を変

えます。たかが机ですが、配置一つで

雰囲気が変わり、学習効果にも影響を

与えます。学習の目的や学習活動に合

わせて、机の配置の仕方を工夫したい

ものです。

　栄養教諭は平成１７年度に導入され

ました。平成２１年４月現在、全国に

２６４８人が発令されています。

　栄養教諭は学校栄養職員と異なり、

従来の学校給食の管理のほかに、子ど

もへの個別的な相談指導、教科等にお

ける教育指導、食に関する指導の連携・

調整などにかかわります。

　現在、学校教育の重要課題の一つに

「食育」が掲げられていますが、栄養

教諭は学校における食育推進の要とし

ての役割を果たしています。食につい

てのスペシャリストとして、校内にお

いて食の全体計画の策定にかかわるな

ど専門性を発揮するとともに、地域と

学校との間に入ってコーデイネートす

ることも求められます。

　栄養教諭は、学校や地域における食

育の中核的な推進役として、その役割

が期待されています。

　家庭教育のもっとも大切なことは、基本的な生活
習慣を身につけさせることです。今回は、「家庭で
の学習習慣」について、具体的な方策を提言してい
ただきました。保護者は、家庭での教育者でもあら
ねばならないことを痛感しています。         （K記）

教科のまど 授業のスキル・アップ・コーナー
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